
企業版ふるさと納税　　図書資料購入事業

～　香長小学校図書室の新しい仲間たち　～

①取組内容

②取組にあたり工夫した点や注力した点

③取組による効果

当校は玄関にSDGsの標語を掲げて子どもたちの目に触れるようにしています

図書室に『福留文庫』として環境に関する本を展示しています 　　高知県主催の　『環境絵日記』で学校特別賞を受賞しました
１年～６年の各学年に合った本を購入できています

　　　【写真の説明を入れてください】

低学年には紙芝居や絵本で自然を大切にする授業を行っています

本校では環境問題について積極的に取り組んでおり、玄関前にSDGsの標語を掲げていつでも子どもたちの目にふれ
てもらうようこころがけています。なかでも2017年より「有限会社スクエアエンジニアリング」の代表取締役である福留
栄仁様から本校に『ふるさと納税』を使い環境に関する本を寄贈して頂ける機会を得て、図書室に多くの本を揃えるこ
とができており環境学習に活用させております。

低学年から高学年それぞれに適した本を選書する事で工夫し、鮭放流の紙芝居などの読み聞かせや、例えば生活に便利
なプラスチック、そのごみがいつまでも溶けずに自然破壊をしている事の学習、それらを改善するに私たちはどうする
べきかを学んでいます。豊かで便利になった事が当たり前の現代の代償として発生している問題について、微力ながら
小学校で学習する事は生涯忘れる事がない学びとなります。

SDGsとは、はじめは聞き慣れない言葉でしたが、掲げているSDGsの標語、『人間や生き物がずっとくらしていけるよ
うな世界をつくるための目標です』に向かって、学校生活や家庭においても日々分別を意識する事が習慣づけられてい
るようです。ふるさと納税で本を寄贈していただけるという、他の学校では見られない取り組みに感謝しつつ、子どもた
ちにとって毎日の暮らしが清潔で気持ちよく、他人や動物への思いやりを育める喜びで溢れています。また2023年に
は高知県が取り組む「高知環境絵日記」に於いて【学校特別賞】に輝きました。これからも地域の人々とともに豊かな自
然を守っていきます。


